
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年５月３１日（水）発行 

旭川市立緑が丘小学校 学校通信 学校教育目標 

考える子ども 

豊かな子ども 

強い子ど も 

       

 
旭川市立緑が丘小学校長  内藤 奏子 

 

１週間予報では雨が心配された運動会ですが，当日はさわやかに晴れ渡る空の下で，伸びや

かに運動会を実施することができました。今年は１年生と２年生，３年生と４年生，５年生と

６年生の３つの学年ブロックごとに実施することができました。昨年までは学年ごとの開催で，

応援は拍手のみ，保護者は人数を制限する等々，制限だらけの運動会でした。今年は子どもた

ちが思い切り走る姿を応援する歓声が新鮮で，学年関係なくお互いを応援しあうのが運動会の

いいところなのだと，久しぶりの応援で心が高揚する感覚を思い出しました。 

様々なジャンルや自分の「好き」を突き詰めた人と対談して本質的な部分をついて意見を述

べるタレントが出ているテレビ番組を，私は毎週楽しみに視聴しています。先日この番組で「デ

コラファッション」を紹介した人は，日常生活の様子からは誰も想像もできないファッション

を自分で創り上げて身にまとい，休みの日に原宿を歩くことを自分の「居場所」としている，

と話されていたのが印象に残りました。「デコラファッション」を手段として自分を表現でき

ること，そして，日常の自分から考えられない変容ぶりを他に認められることや，これに共感

する仲間を見つけ出す重要性を，番組のタレントは肯定的に述べていたことに好感をもちまし

た。  

「居場所」とは誰かに定義されたり，与えられたりするものではなくて，その人自身が見い

だしていくものであること，そして，「居場所」は場所ではなく，そこに行き交う人たちとの

関係性から培われる固有のものであること，と法律の側から述べられているコラムを読んだと

きに，この「デコラファッション」を「居場所」ととらえることに納得しました。「居場所」

とは箱物としての場所を提供するだけが「居場所」ではない，と改めて認識しました。 

運動会で走る力を発揮するのも，その様子をお互いに応援する関係性も，それぞれがその時

の子どもたちの「居場所」となっていました。次に自分を表現できる「居場所」となる行事は，

６月は１年～４年の遠足，６年の修学旅行，そして７月に５年生の宿泊学習が各学年に控えて

います。子どもたちには，自分のよさを自ら見いだして発揮できる「居場所」となる行事にな

るよう，子どもたちの学びの場を支えて参ります。 

 
                                                          

                                                                                                                            

                                                                                                                            

土曜や日曜など休日に事故や感染症などの緊急時は下記のメールアドレスへご連絡願います。 
          ※管理職にのみ連絡されます。メールへの記載内容は下記を参照願います。 

kinkyu@midori.els.asahikawa-hkd.ed.jp  ※英数半角 

【○年○組の○○ ○○（氏名）の保護者〇〇です。○○（事故・感染症，その状況など）がありました。】    

※折り返し学校からの連絡が必要な場合のみ携帯番号を記載してください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                            

                                                                                                                            

1 木 交通安全街頭指導　保護者との懇談⑥

2 金 朝会　一斉下校訓練　プール清掃（6年）

6 火 避難訓練①

7 水 内科健診(３年・４年)

8 木 読み聞かせ②　人権教室(４年)　クラブ①

12 月 眼科健診(１年・３年・５年）

13 火 遠足(１～４年)弁当の日　宿泊学習説明会(５年)

15 木 遠足予備日　弁当の日　クラブ②

16 金 自転車教室(３年)

19 月 修学旅行結団式(６年)

20 火 修学旅行①(６年)

21 水 修学旅行②(６年)

22 木 ６年回復休業日

26 月 諸費振替日

27 火 携帯安全教室(６年)

28 水 ５０周年航空写真撮影(ドローン)　租税教室(６年)

小中連携の取組の一つとして，緑が丘中学校陸上

部顧問の北村裕美教諭に来ていただき，５・６年生

を対象に「走り方教室」の走り方の指導をいただき

ました。子どもたちは，１時間音楽に合わせながら

楽しく体を動かしつつ，速く走るためのポイントも

学ぶことができました。今後も，様々な交流を通し

ながら，中学校との連携を深めていきます。 

 北海道教育大学から３名の教育実習生が，２年生

と６年生の学級を中心に，授業や休み時間など子ど

もたちと積極的に関わり実習を行いました。最終日

には，子どもたちからも，楽しく教えてくれたこと

などへの感謝の気持ちを伝えることができました。 

全学年で校外清掃を行いました。校舎周辺を各学

年で分担し，落ちているごみなどを拾いました。 

今年度も校内放送を使って児童会総会を行いま

した。児童会本部や各委員会の提案について検討

がなされました。真剣に参加し取り組む様子か

ら，学校のリーダーとしての頼もしい姿を見るこ

とができました。今後，よりよい学校生活のため

に力を発揮してくれることを期待しています。 

                 

 

５月 2０日に運動会を行いました。今年度は，低・

中・高学年に分かれて２学年合同での実施となりま

した。人数制限もなくなり，多くの保護者・地域の

皆様からご声援をいただきました。 

当日は天候にも恵まれ，「開校５０周年！全力で

心を一つに笑顔と絆のバトンをつなげよう！」のテ

ーマのもと，子どもたちは元気いっぱいに競技に取

り組みました。団体種目では白熱した勝負が繰り広

げられ，練習の成果を存分に発揮し，一人一人が全

力で力を発揮することができ，子どもたちの達成感 

が表れる笑顔がとても印象的でした。 

                 

 

 旭川市交通安全指導員の方を講師として招き，

1 年生が「交通安全わかば教室」を行いました。ペ

ープサートを見ながら，歩行の仕方や横断歩道で

注意することなど，自分の命を守るために必要な

ことについて真剣に学ぶことができました。 

学校周辺がきれいに

なるとともに，活動を

通して子どものボラン

ティア精神や活動意欲

の向上にもつなげるこ

とができました。 


